
（別添２－１）

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動元
助教
以上

うち
教授

経済学科 3 2

経営システム学科 2 2

地域システム学科 1 1

新規採用 3 2

計 9 7

専　任　教　員
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

授与する学位等

既 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

【経済学部全体】
　１．人類の幅広い知を学ぶことによって，多様な文化や価値観を理解し，尊重するとともに，社会生活の多様な場面で，自己を表現
　　し，他者との相互理解を図るためのコミュニケーション能力や，国際化・情報化に対応できる能力を有する人材を育成する。
　２．経済学・経営学を中心とした社会科学の専門分野における基礎知識や方法論を身につけているとともに，主体的に学ぶ姿勢を
　　生涯にわたり継続しつつ，それらを自らのキャリアデザインに活かすことができる人材を育成する。
　３．修得した知識と能力を活用して，地域および国際経済社会の諸課題を社会との繋がりの中で自ら発見し，的確に分析できると
　　ともに，その解決策を所属する組織や社会に対して説得的に提示できる人材を育成する。

【経済学科】
   経済社会の諸現象について，歴史的・国際的背景を理解し，理論的に把握できる経済学的な考え方を身につけ，実証的・政策的
観点を踏まえて諸課題の解決に貢献できる，グローバル化された経済社会で活躍する人材を養成する。

【経営システム学科】
   あらゆる企業に通底する広範な経営学の知識を身につけることにより，企業経営上の課題に取り組み，適切な解決策を提案できる
実践力を備えたビジネス人材を養成する。

【地域システム学科】
   地域の経済社会や行政・法制度に関わる知識を十分に備え，グローバルな諸問題を総合的に理解し，それらを活用して，地域社会
の再生・活性化のために，ローカルな実践ができる人材を養成する。

新 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

  なし

既 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

【経済学科】
　・高校教員１種（公民）
　　①国家資格，②資格取得可能
　　③卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要だが，資格取得が卒業の必須条件ではない。
【経営システム学科】
　・高校教員１種（商業）
　　①国家資格，②資格取得可能
　　③卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要だが，資格取得が卒業の必須条件ではない。
【地域システム学科】
　・高校教員１種（公民）
　　①国家資格，②資格取得可能
　　③卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要だが，資格取得が卒業の必須条件ではない。

開設時期

フ リ ガ ナ ｵｵｲﾀﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 大分大学  (Oita University)

新 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

   企業・企業間における商品・サービスの創造等による企業経営上の革新や，行政やNPO等の協働による社会事業創造等地域社会
の課題解決について，複数企業の連携，公的サービスと企業・市民の協働が求められる社会経済状況を理解し，社会における新しい
価値の創造（イノベーション）に携わる人材を養成する。

【想定される卒業生の進路】
・企業内・企業間の戦略・製品開発等の担当者
・企業内・企業間のマーケティング･企画担当者
・企業内・企業間の知的財産部門担当者
・自治体・企業等と連携した事業に従事するNPO・NGO職員
・自治体・企業等と連携した６次産業従事者
・自治体の産業・地域振興担当者
・自治体の政策立案・企画担当者
・シンクタンク研究員
・事業コンサルタント

計 画 の 区 分 学部の学科の設置

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ｵｵｲﾀﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国立大学法人　大分大学

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

設　置　計　画　の　概　要

事 項 記 入 欄

事 前 相 談 事 項 事前伺い

3年次
（学部
全体で
編入学
定員
10，収
容定員
20で，
右記学
科別収
容定員
の外
数）

新
設
学
部
等
の
概
要

経済学部
[Faculty of
Economics]

社会イノベーショ
ン学科
[Department of
Enterprise and
Social
Innovation]

4 40 160
学士

（経済学）
経済学関係

平成29年
4月

第1年次

平成31年
4月

第3年次

新設学部等の名称

大分大学－1



学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動先
助教
以上

うち
教授

経済学科 16 11

社会イノベーション学科 3 2

退職 1 0

計 20 13

経営システム学科 13 7

社会イノベーション学科 2 2

退職 2 2

計 17 11

地域システム学科 18 8

社会イノベーション学科 1 1

計 19 9

地域システム学
科
[Department of
Regional Studies]

専　任　教　員

経済学科
[Department of
Economics]

4 130 520
学士

（経済学）
経済学関係

平成6年
4月

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

4 45 180
学士

（経済学）
経済学関係

平成6年
4月

修業
年限

授与する学位等
開設時期

経済学関係
平成6年

4月

経営システム学
科
[Department of
Business
Management
Systems]

4 130 520
学士

（経済学）

既設学部等の名称

【既存学科の入学定員の移行状況】
　　  （改組前）                 　　　　　　　（改組後）
　 　　 ※学科配属は，3年次に行う。　　　 　　　 ※学科配属は，2年次に行う。
   　　 経済学科          130  　　　　　→ 　　 経済学科         　　　 90
    　　経営システム学科  130  　　　　　→ 　 　経営システム学科  　　　80
    　　地域システム学科   45  　　　　　→ 　 　地域システム学科  　　　80
　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　社会イノベーション学科  40

　 合  計 　305 　　　　　  　　　合  計     　　　290

【同一設置者内における変更状況（定員の移行，名称の変更等）】
　○平成29年4月 工学部から理工学部へ改組（平成28年3月意見伺い）
　　  工学部　　（△370）

理工学部　（　385）

【備考欄】

経済学部
[Faculty of
Economics]

既
設
学
部
等
の
概
要

3年次
（学部
全体で
編入学
定員
10，収
容定員
20で，
右記学
科別収
容定員
の外
数）

大分大学－2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

導入セミナー 1 前 2 ○ 兼22

生涯学習論入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

スポーツと生活 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2

大学開放論
-社会人の学びと大学生の学び-

1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

大分の人と学問 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

学習ボランティア入門 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

カタリバでキャリアを拓く  1・2・3・4 後 2 〇 兼1

職業とキャリア開発 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

中小企業の魅力の発見と発信～インターンシップセミナー～ 1・2 前 2 〇 兼1

分大キャンパスライフ入門 1 前 2 〇 兼1

木材加工の技術 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 隔年・共同

コンピュータ科学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼8 オムニバス方式

情報処理入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

初等教育のためのICT活用 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 隔年・共同

人類の知的遺産と向き合う 1・2・3・4 後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

ものづくり入門 1・2・3・4　前 2 ○ 兼1 隔年

「読むこと」と自己開拓 1・2・3・4　後 2 ○ 兼1 隔年

男女共同参画入門 1・2・3・4　後 2 ○ 兼1

プロジェクト型学習入門Ⅰ～インターンシップセミナーB～ 1・2・3・4　前 2 〇 兼2 共同

プロジェクト型学習入門Ⅱ～インターンシップセミナーB～ 1・2・3・4　後 2 〇 兼2 共同

小計（20科目） － 2 38 0 － 0 0 0 0 0 兼41

大分美術史概論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

器楽の楽しみ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 隔年・共同

国文学作品研究 １前 2 ○ 兼1 隔年

古典文学講読 １・２前 2 ○ 兼1 隔年

水彩画の魅力 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

手作り絵本の楽しみ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本文化論 1・2・3・4 前後 2 ○ 兼1

西洋思想の源流 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

バロック音楽の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 隔年・共同

版画の楽しみ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

文化人類学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

南アジアの生活文化を知ろう 1・2・3・4 後 2 ○ ※ 兼2 隔年・共同　※実習

イギリス近代史 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

前近代日本の国家と社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

医学史のプロムナード 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

中国史学緒論 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

中世イタリアの生活史Ⅰ 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

中世イタリアの生活史Ⅱ 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

東アジア史の諸相 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

国際関係入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

国際健康コンシェルジュ養成講座 1・2・3・4 後 1 ○ 兼4 オムニバス方式

英語ゼミナールＡ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＢ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＣ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＤ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＥ：英語運用力養成訓練Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＦ：英語運用力養成訓練Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＧ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

　
　
教
養
教
育
科
目

　
　
導
入
・
転
換

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（経済学部社会イノベーション学科）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

文
化
・
国
際

　
　
全
学
共
通
科
目

大分大学－3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

応用中国語Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

応用中国語Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

応用ドイツ語Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

応用ドイツ語Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

大分事情 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・ソウル女子大学校Ⅰ） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・ソウル女子大学校Ⅱ） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・培材大学校） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・釜山大学校） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（台湾・東海大学Ⅰ） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（台湾・東海大学Ⅱ） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（中国・江漢大学） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（ドイツ・ライプツィヒ大学） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

サンディエゴ州立大学英語研修 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

梨花女子大学韓国語研修 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

ソーシャルネットワークと大分からの発信Ⅰ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

ソーシャルネットワークと大分からの発信Ⅱ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

ＴＯＥＦＬ英語Ⅰ 1・2 前 2 ○ 兼2

ＴＯＥＦＬ英語Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2

留学準備集中英語 2・3・4 前 4 ○ 兼1

トビタテ留学準備英語 1・2・3・4 前後 2 ○ 兼1

日本語学Ⅰ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

日本語文法分析 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

表現技術（口頭発表） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

小計（52科目） － 0 105 0 0 0 0 0 0 兼38

事業創成入門 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

現代国際政治と日本 2・3・4　後 2 ○ 兼1 隔年

現代社会の諸問題 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

Education　of　the　World　in　Comparative　Perspective 1・2・3・4後 2 ○ 兼1 隔年

日本国憲法 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

子どものこころの育ち 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本のマネジメント 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

会社組織のしくみ 1・2・3 前 2 ○ 兼1 隔年

会社法入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

企業会計の基礎 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

企業の価格戦略と消費者の行動 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

企業ファイナンス入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

金融とわたしたちの生活 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

グローバル経済入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経営学の基礎 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

経済学で物事をみる 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

経済学を学ぶ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経済統計を読む 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

経済と倫理 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

資本市場論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

消費者と企業 1・2 後 2 ○ 1 隔年

食と農の地理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

人間・労働と技術の現代史 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

知的財産入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 集中

経済発展と貧困削減 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

社会調査の基礎 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

社会科学方法論入門 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

小計（28科目） － 0 56 0 4 2 0 0 0 兼22

文
化
・
国
際

　
　
全
学
共
通
科
目

　
　
教
養
教
育
科
目

　
　
社
会
・
経
済

－

－
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

化学史 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

海流とその研究 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

環境と生物 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

幾何学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

ゲーム理論と社会 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

現代天文学と生命 1・2・3・4 前 2 ◯ 兼1 隔年

栽培学習論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 隔年・共同

数学と文化 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

数学入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

生命観の変遷 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

地生態学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

微分法と数学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

ファジィの数理 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

物理学への招待 1・2・3・4 後 2 ○ 兼3 隔年・オムニバス方式

身近な化学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

身近な物理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

エネルギー科学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

エレクトロニクスの世界Ⅰ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

エレクトロニクスの世界Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 オムニバス方式

機械技術概論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

機械と文明 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

機械の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

くらしの化学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 オムニバス方式

クルマと社会の関わり 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

建築構造工学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

食品材料概説 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

植物細胞工学 2 後 2 ○ 兼1 隔年

情報科学の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼8 オムニバス方式

初等教育のためのものづくり 1・2・3・4 後 2 ○ 兼3 隔年・共同

数理の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

電気の世界Ⅰ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

電気の世界Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

情報セキュリティ基礎 1前後 2 ○ 兼8 共同

情報リテラシーⅠ 1前後 2 ○ 兼2

情報リテラシーⅡ 1前後 2 ○ 兼2

小計（35科目） － 0 70 0 1 0 0 0 0 兼54

ユニバーサルデザインと人にやさしい社会 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

子育て支援の地理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

地域における仕事と社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

家族と法 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

地域の住まい論 1・2・3・4 前 2 ○ ※ 兼1 隔年　※演習

自然災害と防災の科学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼5 オムニバス方式

建築環境計画 1・2・3・4 前 2 ○ 兼6 オムニバス方式

カラダの見方・考え方 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

地球環境とエネルギー入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 オムニバス方式

社会福祉と自立思想 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

障がい者福祉入門 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

アルコール関連問題入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

健康と看護 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

現代の福祉政策 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

市民参加と現代社会 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

福祉専門職の来し方 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

福祉テクノロジー入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

東南アジアの社会と教育 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

　
　
全
学
共
通
科
目

　
　
教
養
教
育
科
目

　
　
福
祉
・
地
域

　
　
自
然
・
科
学

－
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

保育学基礎論 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

学びと生活の探求 1・2 前 2 ○ 兼1 隔年

地域社会へのまなざし 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

大分の地域資源 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

交通からみた地域社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

 世界・日本・大分の農業経済論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

大分の水I 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

大分の水II 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

環境の化学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 オムニバス方式

自然体験活動の理論と実践 1・2・3・4 前 2 ○ ○ 兼1

地域と情報 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本の環境政策 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

現代社会と心理学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼6 隔年・オムニバス方式

人体の構造と生理 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 隔年・オムニバス方式

高齢者の身体機能と疾病の特徴 1・2・3・4 前 2 ○ 兼5 隔年・オムニバス方式

学習意欲の心理学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

インストラクショナルデザイン入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

創造的思考法 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

共生社会論 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

生涯スポーツⅠ 2・3・4 前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅡ 2・3・4 前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅣ 2・3・4 後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅤ 2・3・4 後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

スポーツ文化科学
（レクリェーショナルスポーツと健康づくり）

1前後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

小計（42科目） － 0 80 0 2 0 0 0 0 兼52

ソーシャルイノベーション創出実
践ワークショップ

1後 2 ○ 7 2

基礎セミナー 1後 2 ○ 兼20

小計（2科目） － 2 2 0 7 2 0 0 0 兼20

総合英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼5

総合英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼6

基礎英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

基礎英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

総合英語Ⅲ 2前 1 ○ 兼6

英会話 1前後 1 ○ 兼4

基礎ドイツ語Ⅰ 1前 1 ○ 兼2

基礎ドイツ語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

基礎フランス語Ⅰ 1前 1 ○ 兼2

基礎フランス語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

基礎中国語Ⅰ 1前 1 ○ 兼4

基礎中国語Ⅱ 1後 1 ○ 兼4

基礎ハングルⅠ 1前 1 ○ 兼2

基礎ハングルⅡ 1後 1 ○ 兼2

小計（14科目） － 2 12 0 0 0 0 0 0 兼20

　
　
福
祉
・
地
域

　
　
全
学
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通
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目
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教
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科
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外
国
語
科
目

第
1
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国
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総合英語Ⅰ・Ⅱ
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第
2
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目

基礎ドイツ語
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Ⅱ，基礎中国語
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ングルⅠ・Ⅱか
ら２単位を選択
必修

－
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

イノベーション・マネジメント入門 1前 2 ○ 7 2 オムニバス

経済学入門 1前 2 ○ 兼11 オムニバス

経営学入門 1前 2 ○ 兼4 オムニバス

会計学入門 1前 2 ○ 兼2 オムニバス

地域学入門 1後 2 ○ 兼6 オムニバス

法学入門 1後 2 ○ 兼2 オムニバス

初級ミクロ経済学 1前後 2 ○ 兼1

初級政治経済学 1前後 2 ○ 兼1

小計（8科目） － 4 12 0 7 2 0 0 0 兼29

中級セミナーⅠ 2前 2 ○ 1 1 兼20

サービス現場のフィールドワーク 2後 2 ○ 7 2

小計（2科目） － 4 0 0 7 2 0 0 0 兼20

製品開発論 2･3後 2 ○ 1

研究開発マネジメント論Ⅰ 2･3前 2 ○ 1

ベンチャー起業論 2･3前 2 ○ 1

イノベーションの経済学 2･3前 2 ○ 1 2 オムニバス

ゲーム理論 2･3後 2 ○ 1

アントレプレナーシップ入門 1前 2 ○ 4 オムニバス

大分のものづくりと地域づくり 1後 2 ○ 2 兼2 オムニバス

市場開発論 2･3後 2 ○ 1 　　

組織革新論 2･3後 2 ○ 兼1

金融イノベーション論 2･3後 2 ○ 兼1

イノベーション戦略論 3･4前 2 ○ 1 　　

研究開発マネジメント論Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

ベンチャー実践論 3･4後 2 ○ 1

ビジネスモデル論 3･4後 2 ○ 兼1

ブランド論 3･4後 　 2 ○ 1 　　

社会調査法 2･3後 2 ○ 1 　　

イノベーション社会論 2･3前 2 ○ 1

現代社会分析論 2･3後 2 ○ 1 　　

イノベーション科学技術論 2･3後 2 ○ 兼1

ソーシャルイノベーション論 3･4前 2 ○ 1 　　

NPO・NGO論 3･4前 2 ○ 兼1 　　

技術革新論 3･4前 2 ○ 兼1 　　

知的財産論 3･4後 2 ○ 兼1 　　

進化経済学Ⅰ 2･3前 2 ○ 1

イノベーション学説史 2･3後 2 ○ 1 　　

制度の経済学Ⅰ 2･3前 2 ○ 1 　　

R&Dの経済学 2･3前 2 ○ 1 　　

都市イノベーション論 2･3後 2 ○ 1 　　

進化経済学Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

制度の経済学Ⅱ 3･4後 2 ○ 1 　　

組織と情報の経済学 3･4前 2 ○ 1 　　

商取引の経済学 3･4後 2 ○ 1 　　

小計（32科目） － 0 64 0 7 2 0 0 0 兼9

経営学Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

経営学Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

経営史 2･3前 2 ○ 1

企業論 2･3前 2 ○ 1

流通論 2･3前 2 ○ 1 　　

マーケティング論 3･4前 2 ○ 1 　　

産業・組織心理学Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

産業・組織心理学Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

経営戦略論 2･3前 2 ○ 1

　
経
営
シ
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テ
ム
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専
門
科
目

　
専
門
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

人事システム論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

人事システム論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

初級簿記 1･2後 2 ○ 兼1

情報社会論 2･3前 2 ○ 1 　　

地域経営論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

地域経営論Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

都市経営論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

都市経営論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

地域分析論Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

地域分析論Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

地域と商業 3･4後 2 ○ 1 　　

地方行政論 3･4後 2 ○ 兼1

地方財政論 3･4後 2 ○ 兼1 　　

行政法 3･4前 2 ○ 兼1

中級ミクロ経済学 2･3後 4 ○ 兼1

経済数学 1･2前 2 ○ 1 　　

アジア経済発展論 3･4後 2 ○ 兼1

現代国際関係史 2･3後 2 ○ 兼1

経済地理学Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1 　　

経済地理学Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1 　　

労使関係論 3･4後 2 ○ 兼1 　　

日本経済史Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

日本経済史Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

社会政策 1･2前 2 ○ 兼1

小計（33科目） － 0 68 0 6 兼16

四極会寄附講義　会社研究 2･3･4前 2 ○ 兼15 オムニバス

大分銀行寄附講義　地域と経済 2･3･4後 2 ○ 兼15 オムニバス

野村證券寄附講義　資本市場の役割と証券投資 3･4後 2 ○ 兼11 オムニバス

大分県弁護士会連携講義　法律の基礎と実務 1･2後 2 ○ 兼9 オムニバス

連合大分寄附講義　働くということと労働組合 1･2･3･4前 2 ○ 兼15 オムニバス

日本税理士会連合寄附講義　租税の基礎と税理士の役割 1･2･3･4後 2 ○ 兼15 オムニバス

インターンシップ 3前 2 ○ 兼1 集中

外国書講読 2･3･4前 2 ○ 兼2

ビジネス英語A 1後 2 ○ 兼2

ビジネス英語B 2前 2 ○ 兼2

海外フィールドワーク 3･4前 2 ○ 兼2 隔年

国際学生フォーラム 2･3･4前 2 ○ 兼3 隔年

国際ボランティア・ワークショップ 3･4後 2 ○ 兼2

IBPﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾐﾅｰ 3後 2 ○ 兼2

フィールドワーク入門 １前 2 ○ 兼1 隔年・集中

農山漁村再生論 １前 2 ○ 兼1 隔年・集中

アドバンストセミナー 4前後 2 ○ 兼2

小計（17科目） － 0 34 0 兼94

演習Ⅰ 3前 2 ○ 7 2

演習Ⅱ 3後 2 ○ 7 2

演習Ⅲ 4前 2 ○ 7 2

演習Ⅳ 4後 2 ○ 7 2

卒業論文 4前後 6 ○ 7 2

小計（5科目） － 14 0 0 7 2 0 0 0

基礎経営論Ⅰ 1･2前 2 ○ 兼1

基礎経営論Ⅱ 1･2後 2 ○ 兼1

オペレーションズリサーチ 3･4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

企業組織法Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

企業組織法Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

経
営
シ
ス

テ
ム
学
系

　
副
専
門
科
目

　
専
門
教
育
科
目

経
営
シ
ス
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ム

学
系

そ
の
他
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専
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科
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地
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学
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済
学
系

－

－

－
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

経営情報論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

経営情報論Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

経営組織論 2･3前 2 ○ 兼1

国際経営論 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

企業ファイナンス論 2･3前 2 ○ 兼1

交通論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1 隔年

交通論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

物流概論 2･3前 2 ○ 兼1 隔年

国際物流論 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

企業取引法Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

企業取引法Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

会計学Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1 　

会計学Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

会社会計論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

会社会計論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

監査論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

監査論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

管理会計論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

管理会計論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

原価計算論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

原価計算論Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

会計情報システム論 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

税務会計論 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

中級簿記 2･3前 2 ○ 兼1

実践経営分析論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

実践経営分析論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

上級簿記 3･4前 2 ○ 兼1

メディア文化論 2･3後 2 ○ 兼1 隔年

異文化間コミュニケーション論 2･3前 2 ○ 兼1

多文化共生論 3･4後 2 ○ 兼1

現代英・米社会論 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

英・米文化論 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

現代英語論 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

社会言語論 2･3前 2 ○ 兼1 隔年

ヨーロッパ文化論 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

現代ヨーロッパ社会論 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

アジア文化論 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

現代アジア社会論 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

英語コミュニケーションセミナーⅠ 2･3前 2 ○ 兼1

英語コミュニケーションセミナーⅡ 2･3後 2 ○ 兼1

地域文化資源論 2･3前 2 ○ 兼1 隔年

異文化理解ワークショップ 2･3前 2 ○ 兼4 隔年

地域構造論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

地域構造論Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

地域発展論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

地域発展論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

農村発展論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

農村発展論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

農村再生セミナー 3･4前 2 ○ 兼1 集中

地域と交通 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

地域福祉論 2･3後 2 ○ 兼1

公的扶助論 3･4前 2 ○ 兼1

憲法Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

憲法Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

　
専
門
教
育
科
目

地
域
シ
ス
テ
ム
学
系

　
経
営
シ
ス
テ
ム
学
系

　
そ
の
他
の
専
門
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

民法Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

民法Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

民法Ⅲ 3･4前 2 ○ 兼1

民法Ⅳ 3･4後 2 ○ 兼1

労働関係法Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

労働関係法Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

消費者と法 3･4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

経済法 3･4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

犯罪と法 2･3後 2 ○ 兼1 隔年

租税法 3･4後 2 ○ 兼1

政治経済学Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

政治経済学Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

初級マクロ経済学 2前後 2 ○ 兼1

中級マクロ経済学 2･3前 4 ○ 兼1

応用ミクロ・マクロ経済学セミナー 3･4前 2 ○ 兼1

現代資本主義論 3･4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

計量経済学 3･4前 2 ○ 1 　　

経済学史 2･3前 2 ○ 1 隔年

統計学 1･2前 2 ○ 1

経済統計学 2･3後 2 ○ 1 隔年

経済学国際セミナー 2･3前 2 ○ 兼1

海外キャリア・ディベロップメン
ト・ワークショップ

3･4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

国際貿易論 2･3前 2 ○ 兼1

世界経済論 2･3後 2 ○ 兼1

開発経済論 2･3前 2 ○ 兼1

EUの政治経済 3･4前 2 ○ 兼1

グローバル化と政治経済 3･4後 2 ○ 兼1

現代国際関係論 2･3前 2 ○ 兼1

労働経済論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1 隔年

労働経済論Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1 隔年

西洋経済史 2･3前 2 ○ 兼1

経済史 1･2後 2 ○ 兼1 隔年

日本経済論 3･4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

環境の経済学 3･4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

経済政策論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

経済政策論Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1 隔年

産業組織論 3･4前 2 ○ 1 　　

公共経済学 3･4前 2 ○ 兼1 隔年

セミナー「働くということと労働組合」 3･4後 2 ○ 兼2

社会保障論 2･3前 2 ○ 兼1 隔年

日本の社会保障 2･3後 2 ○ 兼1 隔年

財政学Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1 隔年

財政学Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1 隔年

金融論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1 　　

金融論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1 　　

国際金融論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1 隔年

国際金融論Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

証券論 2･3前 2 ○ 兼1

証券市場論 3･4後 2 ○ 兼1

小計（108科目） － 0 218 0 2 2 0 0 0 兼51

－ 28 759 0 7 2 0 0 0 兼295

地
域
シ
ス
テ
ム
学
系

　
そ
の
他
の
専
門
科
目

　
専
門
教
育
科
目

－

合計（398科目） －

経
済
学
系

学位又は称号 学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係
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設置の趣旨・必要性

Ⅰ　設置の趣旨・必要性

　（背景）

　今日の我が国経済社会の課題を解決していく上では，地域の将来を担うイノベーション人材の育成がと
りわけ重要とされ，さらに地方の大学等が中心となって自治体，地域企業，研究機関等との連携を図り，
人材育成に取り組むことが社会的に要請されている。
　企業経営では，製造業だけでなく，サービスやマネジメントをも範囲とし，また，中央大企業にとどま
らず，中小企業や地域密着型の企業における経営上の多様な革新とそれを通じた事業創造が期待される。
その際に注目されるのは，企業が自社の保有する資源・技術のみを用いる「自前主義」から，戦略的に組
織外の知識や技術を積極的に取り込み，他組織と協働することによるオープンイノベーションが欠かせな
いとされることである。
　こうしたイノベーションの広がりをうけ，公共サービスにも広く国民，企業，地方自治体等が参加する
ことを促し，国，地方，民間が一体となって「公的サービスの産業化」，「公共サービスのイノベーショ
ン」に取り組むことが提起されている。その際には，地域社会の課題を解決するとして，市民個人や非営
利組織を中心とした，ソーシャルイノベーションの取り組みも注目されている。
　大分県においても，地域経済の活性化にむけ，創業・ベンチャー支援とともに，新たな価値を創造し，
産業の広がりをもたらす分野における人材育成の振興策に重点が置かれている。とりわけ，大学には，研
究開発機能やシンクタンク機能に加えて，学生の活力を活用するとして，地域活性化のため，教育内容で
も学生が地域と協働して行うフィールドワークなどの促進が明示的に求められている。
　社会経済上の閉塞状況を打破するために，民間・公的セクターのいずれにおいても，また，中央だけで
なく地域経済においても，多様な主体による連携と協働がしばしば見いだされる状況を踏まえると，企
業・自治体などの組織において，社会に新しい価値を創造するイノベーションにおいて相互の連携の在り
方，システム，仕組みづくりを担える人材の育成が求められていると考えられる。
　以上から，今日の我が国経済社会に求められる,企業および公共部門における革新とは，技術革新だけで
なく，商品・サービス開発などの企業経営上のイノベーションを踏まえながら，同時に，こうしたビジネ
スの手法を活用した地域社会の諸課題の解決を図るソーシャルビジネス等をも包含しており，「社会的な
成果」と「経済的な成果」の両面での追求とみなせる。イノベーションが，企業・公共部門・市民各主体
の協働と連携により総体として取り組まれ，地域社会に新しい価値を生むことになるということから，社
会イノベーションを学科名称とするものである。

　（本学に設置する必要性）

　本学は「地域活性化の中核的拠点」として「地域のニーズに応じた人材育成拠点の形成」が社会的に要
請されている。同時に，本学部学生の出身は，4割の学生が大分県内から，これに加えて九州地域出身の学
生が７割以上に及んでいる。従来，既存の学科において，経済学科では，「アジア度」の高い九州地域の
企業から求められるグローバル人材の需要にこたえており，同地域の公務員にも一定の実績がある。経営
システム学科では，企業経営における実践力を備えたビジネス人材の養成に取り組み，東京を中心に九州
域外の全国に4割が，職種では金融，卸売，製造業など多方面で活躍する人材を輩出している。しかし，こ
れらの学科では，グローバル人材・全国的なビジネス人材の育成に向けた教育プログラムの開発はあるも
のの，地域課題探求型の教育については必ずしも十分に展開できてこなかった。また，地域システム学科
は，地域経済の活性化や地域再生を担う人材需要に応え，地元大分県を中心に，とりわけ，公務および
サービス業に人材供給をはたしている。当学科教員が大分県中山間地を中心に大きな成果を上げているも
のの，中心市街地活性化等の課題探求型教育の展開は十分ではない。

　他方で，本学部の入学定員に一定の割合を占めてきた商業系高校は，県内でも全国的にも進学割合が高
まっていることに加え，普通科高校等との統合が進んでいる。こうした近年の高校教育における教育課程
の多様化により，学生の履修履歴の多様化は一層進行している。とりわけ，これら履修履歴が一様でない
学生への対応として，経済学・経営学を中心とする社会諸科学について，学部教育の基盤を整え，学習動
機付けを図ることが必要となっている。これにかかわり，本学社会科学系へのミッション再定義では，
「卒業時に必要とされる資質や能力を可視化しつつ体系的な教育課程を編成するとともに，グローバルな
視野を育む教育及び地域課題探求型教育プログラムの拡充・体系化などにより，学生の能動的学習を促す
教育の実施や組織的な教育体制等を整備する」ことが要請されている。これまで本学部では，地域課題探
求型教育プログラムの実施による，地域課題の認識やコミュニケーション能力の育成などにおいて，卒業
生を雇用する企業人及び社会人講義担当卒業生のアンケートで一定の評価を得ているところであるが，こ
うした評価を受けている従来の地域課題探求型教育の取り組みを質量ともに拡大することで，その成果の
定着を図る必要がある。
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設置の趣旨・必要性

　学科名称とする社会イノベーションとは，企業経営上の革新を踏まえ，ビジネスの手法を活用した，住
民，ＮＰＯ，企業など様々な主体が協働する，地域社会の課題解決に向けた取り組みも包括する。
　これを踏まえて，本学科の教育課程においては，第一に，イノベーションの理解に関わる経済学からの
アプローチとして，イノベーティブな組織を構築する為の制度や規制，地域や国全体の潜在能力を開花さ
せるような政策を理論的に分析するために，ゲーム理論，産業組織論，制度の経済学等について教育研究
を行う。ついで，経営学からのアプローチとしては，社会における新しい価値の創造の核となる，企業経
営上の革新を主な対象として，イノベーション・マネジメント，製品・サービス開発，アントレプレナー
シップなどに関する教育研究を行う。加えて，企業経営上の革新の手法が適用された公共部門における社
会的な価値の創造について，地場企業・NPO等との協働・連携を視野に入れて，ソーシャルビジネスや社会
調査に関する専門的な知識やスキルを習得させ，地域社会の現場からの課題探求型学修を基礎とした教育
研究を行う。
　新設する社会イノベーション学科は，企業・地域社会と連携して，専門学習への動機付けを行い，専門
科目を基礎から応用・実践まで系統的に学修させる。また，イノベーションが包含する総合性を踏まえ，
関連する経済学・経営学・社会学・法学等他学科開設科目の履修を促し，総合的・学際的な学修ができる
教育体制を整える。これにより，従来既存学科で果たしてきた全国的・九州域内で活躍できる人材の育成
を継続しつつも，地元大分県を中心として，民間・公共両部門における組織の中でイノベーション強化に
携わる人材の養成に応えるため，従来の学科から定員を移動し，｢社会イノベーション学科｣を新設するも
のである。
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Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色

　（教育課程編成の考え方）

　社会イノベーション学科では，上記のような人材を養成するために，教養教育科目，専門基礎科目及び
専門教育科目により編成される本学部の教育課程において，以下のように，基礎から応用に至る体系的な
教育を行う。

（１）教養教育科目
　専門性を発揮する基盤となる幅広い教養力を身につけるために，まず，全学共通科目として，高校から
大学への学びの転換を図る主題「導入・転換」から導入セミナーを必修とし，本学の基本理念に位置づけ
られている「福祉・地域」に加えて，「文化・国際」・「社会・経済」・「自然・科学」の４主題から各
１科目を選択必修とする。次に，双方向性の高いアクティブラーニング形式の授業として，初年次後期に
ソーシャルイノベーション創出実践ワークショップを必修とし，個々の学生の主体的な学習意欲を啓発す
る。さらに，国際化に対応した能力の育成のために，初年次から英語および第２外国語を必修とする。

（２）専門基礎科目
　２年次前期に行われる学科配属に向けた初年次向けの専門基礎科目として，イノベーション・マネジメ
ント入門および経済学入門を必修とし，経営学入門・会計学入門から１科目を選択必修，地域学入門・法
学入門から１科目を選択必修，初級ミクロ経済学・初級政治経済学から１科目を選択必修とする。

（３）専門教育科目
　専門教育科目は，専門教育セミナー科目および演習・卒業論文科目を必修とし，社会イノベーション学
科の開講科目である主専門科目及び他学科の開講科目のうち社会イノベーション学科での学習に関連性が
強い科目を副専門科目として選択必修とする。さらに，実社会での経験豊かな社会人による講義科目や国
際通用性・地域課題探求能力等を高める科目など，学科を超えた幅広い学習を行う学部共通科目を選択必
修とする。

①専門教育セミナー科目
　専門基礎科目と専門教育科目の橋渡しを行う科目として，２年次前期に他学科の学生とともに学科を超
えた幅広い学習を双方向で行う中級セミナーⅠを，２年次後期に新規商品・サービスの現場での販売実践
も組み込んだ課題探求型授業であるサービス現場のフィールドワークをそれぞれ必修とする。
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（１）専門基礎科目「イノベーション・マネジメント入門」の必修化
　社会イノベーション学科では，初年次向けの専門基礎科目として「イノベーション・マネジメント入
門」を必修科目とする。この科目は，1年前期に社会イノベーション学科の複数教員によるオムニバス形式
で進められ，イノベーションの概念，イノベーションが社会に及ぼす影響，企業などの組織がイノベー
ションを起こし成功に至るまでのマネジメントのあり方など，イノベーションに関する基礎的な内容を学
ぶ。また，初年次向けの専門基礎科目として「経済学入門」を必修科目とし，多様な履修履歴をもつ新入
生に配慮しつつ，経済学部の専門教育の基礎知識を提供する。

（２）学習動機付けを目的とする課題探求型教育の必修化
　社会イノベーション学科では，企業・地域社会と連携した課題探求型授業を必修化し，1年後期の「ソー
シャルイノベーション創出実践ワークショップ」により2年次からの学科選択への学習動機付けを行うとと
もに，2年後期の「サービス現場のフィールドワーク」により，3年次からの専門演習選択に向けた動機づ
けを行う。
・ソーシャルイノベーション創出実践ワークショップ
　企業・公的サービス等の第一線で働く方々から課題提示をうけ，フィールドワークを通じて，全員での
アイディアワークおよびグループワークにより解決に取り組む。連携先企業・団体を含む外部の審査員が
学生のプレゼンテーションに対して評価を与え，フィードバックを行う。地域社会での体験を通じて，解
決実践に取り組み，専門課程における学習動機づけを図る。
・サービス現場のフィールドワーク
　多様な分野の教員･学外者の関与をえて，学生が地域の産物を利用した商品とサービスを開発し，販売ま
で実践するモデル事業を創設し，課題解決を行う。NPOや企業等の学外組織との協働により，学生は多様な
立場の人々や組織と関係を構築することになり，その中で課題探求・解決能力だけでなく，実社会と理論
を融合する方法を身につけ，コミュニケーション能力等の社会性を育むことが期待できる。

②主専門科目
　学科の専門学習の中核である主専門科目では、まず，学部専門基礎科目等の基礎レベルに次ぐ科目とし
て，応用へとつながる総説・概論にあたる学科基盤科目を学科所属が決定する２年次に配置する。科目の
内容は，企業経営上の革新を対象とする領域から製品開発論，研究開発マネジメント論Ⅰ，ベンチャー起
業論，企業経営革新を支援する政策や経済社会との関連を対象とする領域からイノベーションの経済学，
ゲーム理論，などの５科目とする。
　そのうえで，学科基盤科目に次いで学習すべき主専門科目を，学問領域と学習レベルに区分して明示す
る。すなわち，企業経営上の革新を対象とする領域，公的サービスへの企業経営の手法適用等社会総体の
関係を対象とする領域，企業経営革新を支援する政策や経済社会との関連を対象とする領域である。これ
らの領域について，履修レベルに応じて，段階的に学習できるように，２年次までは，総論や基礎を学ぶ
科目，２年次後期からは，イノベーションの創出や促進，社会とのかかわりを学ぶ科目を配置し，基礎か
ら応用に至る体系的な学習を保証する。これにより学生が基盤科目ののちに履修すべき領域と整序関係を
理解しやすくなり，また，各学期履修ガイダンスや教員による個別の履修指導において活用し，学生の主
体的な学びを進めることを促す。

③副専門科目
　社会イノベーション学科の専門領域を超えて，関連性の強い社会科学の諸分野の学修を進めることによ
り，自身の専門性を深化させる糧となる他学科の専門教育科目を「副専門科目」として，経営システム学
系・地域システム学系・経済学系に分けて指定し，各学系から２科目（計６科目）を選択必修とする。

④学部共通科目
　各種の企業・組織や地域社会の一線で活躍する社会人を講師陣として招聘し，経済社会の現実を講義す
る科目群（社会人講義），県内外の企業・自治体との連携のもと，事前学習・事後報告会を組み込み実施
されるインターンシップ，グローバル人材育成・地域課題解決学習などを行う各種のプログラム科目，大
学院接続授業であるアドバンストセミナー等，学科を超えた幅広い学習を行う科目を学部共通科目とし，
１科目を選択必修とする。

⑤演習・卒業論文科目
　少人数体制での指導教員による丁寧な指導のもと，専門的な知識や理論の修得に加え，分析力・思考
力・表現力を養う科目として，３・４年次において，演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳを必修とする。演習内容は，企
業経営上の革新を対象とする演習，公的サービスへの企業経営の手法適用等社会総体の関係を対象とする
演習，企業経営革新を支援する政策や経済社会との関連を対象とする演習に分かれる。なお，体系的な学
修を保証するために，演習参加に必要な最低修得単位数を設定する。４年次においては，社会イノベー
ション学科での学習の集大成として，卒業論文を必修とする。

（教育課程の特色）
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（３）主専門科目における学科基盤科目の選択必修化と体系的編成
　学科の専門学習の中核である主専門科目においては，学科所属が決定する２年次に土台となる学科基盤
科目を選択必修として配置する。これは，企業経営上の革新を対象とする領域から３科目，および企業経
営革新を支援する政策や経済社会との関連を対象とする領域からの２科目からなり，主専門科目における
総説・概論として機能する。学科基盤科目に次いで，専門性がより深化した科目を，専門分野と学習レベ
ルに区分して明示する。すなわち，専門分野ごとに，企業経営上の革新を対象とする領域，公的サービス
への企業経営の手法適用等社会総体の関係を対象とする領域，企業経営革新を支援する政策や経済社会と
の関連を対象とする領域に区分し，主専門科目内における各分野を明らかにする。また，これにより，副
専門科目として経営システム・地域システム・経済学科から提供される各学系科目と主専門科目の各専門
分野と関連付けて理解し，学科を超えた学修において体系的な履修を促すことが可能となる。これらによ
り学生が基盤科目ののちに履修すべき領域と各科目のレベルにおける整序関係を理解しやすくなり，ま
た，各学期履修ガイダンスや教員による個別の履修指導において活用し，学生の主体的な学びを進めるこ
とが可能となる。

（４）学科を超えた学部全体としての教育効果をもたらす仕組みの必修化・選択必修化
　変化の激しい今日の経済社会の状況に柔軟に対応できる能力を学生に修得させるために，学部の科目を
横断する総合的・学際的な科目を選択必修または必修とする。

・副専門科目
　社会イノベーション学科では，教育研究対象となるイノベーションの包含する総合性を踏まえ，社会イ
ノベーション学科の専門領域と関連の深い経営システム学系・地域システム学系・経済学系の各科目をそ
れぞれ副専門科目として選択必修とする。副専門科目は経営システム学系から12科目，地域システム学系
から11科目，経済学系から10科目開講され，各学系から2科目（計6科目）を選択必修とする。
　副専門科目は経済学部のすべての学科に設定され，学生の所属学科の教育研究対象と隣接する他の各学
系から10科目程度が副専門科目として指定され，各学系から2科目（計6科目）が選択必修化される。社会
イノベーション学科の科目も，他学科と隣接する科目については社会イノベーション学科の副専門科目と
して他学科向けに開講する。

・中級セミナーⅠ
　複数の学科の学生が，経済学部で提供する社会科学の１つの専門領域について，特定の専門領域の教員
の指導の下，相異なる学科の学生が共同して学習を進める中級セミナーⅠを経済学部全体で必修科目とし
て学科所属直後の２年次前期に行う。

（５）学部共通科目の選択必修化
　企業・組織や地域社会の第一線で活躍する講師陣による社会人講義等，学科を超えた幅広い学習を促す
科目群を学部共通科目として選択必修化する。新学科に配置される実社会経験豊かな専任教員により，連
携企業等との安定的で円滑な連携を行い，社会人講義での課題探求型授業や，地域・企業での体験活動を
組み込んだ授業を，学部教育全体に効果を及ばせるよう学部として選択必修とする。

（６）履修履歴の多様化に対応する高大接続教育と導入・転換教育
　高大接続教育として，まず，高校段階では，高校生と大学生が共に学ぶ「学問探検ゼミ」，社会科学紹
介となる「チャレンジ講座」などを通じて，大学での履修の中心となる社会科学諸分野に係わる基礎的理
解と，社会科学を中心とする体系的な学習への動機付けを図る。なお同時に，高校生を支援しながら学問
探検ゼミなどを受講する大学生にとっては，高校生の学習支援が改めて自らの学習動機の明確化を促すこ
とになる。ついで，大学入学後にかけての転換教育としては，数学や英語などの基礎的学問に理解度に差
異があることを踏まえ，個々の学生の習熟度・学習達成度に応じた教育編成の整備をすすめる。数学で
は，高校での履修状況に応じた基礎科目を履修させ，必修英語科目では入学次および2年次でのプレースメ
ント・テストにより，習熟度別にクラスを編成した上で，基礎レベルでは補習授業，上級では留学事前指
導授業を強化展開する。
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（７）主体的な学びをフォローアップする体制
　履修方法については，毎学期始め，教務委員が各学年別のガイダンスを行い，特に入学時には導入セミ
ナー担当教員も加わる。新入生が履修をスムーズに行う事が出来るよう，1年生向けの手引きを別途発行し
た「履修の手引き」をもとに詳細なガイダンスを行い，かつ１年次前期の導入セミナーにおいて全学生共
通の導入プログラムを実施する。個別履修相談では教務委員が履修登録期間中に行うことに加えて，セミ
ナー・演習の指導教員が全学期にわたって個別的に履修指導を行う。そのため，各授業科目を履修すべき
系統に沿って明示するとともに，導入・基礎（初年次）・中級（2年次）・専門演習（3・4年次）を中心に
担当教員が所属学生に対して，修得した学習成果をポートフォリオとして記録・蓄積させ，学生自身・教
員相互に確認し，これに応じたきめ細かい教育指導を可能とする体制を整備する。

（８）学部へのAL・PBL等新たな教育技法の実践による普及
　課題探求型等双方向性授業の教育技法を普及するため，モデル授業を設定し，実践的な教育技法FDを実
施する。従来から実施している，地域課題探求型や高大接続教育プログラム等での授業に加えて，新規に
開発するソーシャルイノベーション創出実践ワークショップ等双方向性の高い授業の担当者をモデル授業
指導者として，当該授業を担当する講座やワーキング等の教員相互にまた，担当外の教員にも開かれた教
授法開発と実践を図る。具体的にはこれら授業において，担当授業者間での集団的な授業共同計画・開
発，複数教員が参加する授業共同実践，授業成果発表会等の公開により，教育技法の改善を進める。これ
らは，高等教育開発センターとも連携することで，全学教職員をも対象とし，PBL等双方向性の高い授業の
全学的な普及を進める。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

【卒業要件】
教養教育科目３４単位，専門基礎科目１０単位，専門教育科目８０単
位，合計１２４単位以上を修得しなければならない。（履修科目の登
録の上限：４８単位（年間））

【履修方法】
（１）教養教育科目 ３４単位以上
①全学共通科目  １０単位（うち必修２単位，選択必修８単位を含
む）
②導入教育科目 ２単位
③外国語科目   ６単位
④その他の教養教育科目 １６単位以上

（２）専門基礎科目 １０単位
①必修科目  ４単位
②選択必修科目 ６単位

（３）専門教育科目 ８０単位以上
①専門教育セミナー科目 ４単位
②主専門科目  ２０単位（うち学科基盤科目２単位を含む）
③副専門科目  １２単位
④学部共通科目  ２単位
⑤演習・卒業論文科目  １４単位
⑥その他の専門基礎科目および専門教育科目 ２８単位以上

１学年の学期区分 ２学期 

１学期の授業期間 １５週 

１時限の授業時間 ９０分 
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手

生涯学習論入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

スポーツと生活 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2

大学開放論
-社会人の学びと大学生の学び-

1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

大分の人と学問 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

学習ボランティア入門 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

カタリバでキャリアを拓く  1・2・3・4 後 2 〇 兼1

職業とキャリア開発 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

中小企業の魅力の発見と発信～インターンシップセミナー～ 1・2 前 2 〇 兼1

分大キャンパスライフ入門 1 前 2 〇 兼1

木材加工の技術 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 隔年・共同

コンピュータ科学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼8 オムニバス方式

情報処理入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

初等教育のためのICT活用 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 隔年・共同

人類の知的遺産と向き合う 1・2・3・4 後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

ものづくり入門 1・2・3・4　前 2 ○ 兼1 隔年

「読むこと」と自己開拓 1・2・3・4　後 2 ○ 兼1 隔年

男女共同参画入門 1・2・3・4　後 2 ○ 兼1

プロジェクト型学習入門Ⅰ～インターンシップセミナーB～ 1・2・3・4　前 2 〇 1 兼1 共同

プロジェクト型学習入門Ⅱ～インターンシップセミナーB～ 1・2・3・4　後 2 〇 1 兼1 共同

小計（20科目） － 0 38 0 － 1 0 0 0 0 兼18

大分美術史概論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

器楽の楽しみ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 隔年・共同

国文学作品研究 １前 2 ○ 兼1 隔年

古典文学講読 １・２前 2 ○ 兼1 隔年

水彩画の魅力 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

手作り絵本の楽しみ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本文化論 1・2・3・4 前後 2 ○ 兼1

西洋思想の源流 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

バロック音楽の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 隔年・共同

版画の楽しみ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

文化人類学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

南アジアの生活文化を知ろう 1・2・3・4 後 2 ○ ※ 兼2 隔年・共同　※実習

イギリス近代史 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

前近代日本の国家と社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

医学史のプロムナード 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

中国史学緒論 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

中世イタリアの生活史Ⅰ 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

中世イタリアの生活史Ⅱ 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

東アジア史の諸相 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

国際関係入門 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

国際健康コンシェルジュ養成講座 1・2・3・4 後 1 ○ 兼4 オムニバス方式

英語ゼミナールＢ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＣ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＤ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＥ：英語運用力養成訓練Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＦ：英語運用力養成訓練Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

応用中国語Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

文
化
・
国
際

　
　
全
学
共
通
科
目

　
　
教
養
教
育
科
目

　
　
導
入
・
転
換

　（経済学部経済学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

参考資料　　平成２８年度教育課程表（経済学科）

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

応用中国語Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

応用ドイツ語Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

応用ドイツ語Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

大分事情 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・ソウル女子大学校Ⅰ） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・ソウル女子大学校Ⅱ） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・培材大学校） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・釜山大学校） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（台湾・東海大学Ⅰ） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（台湾・東海大学Ⅱ） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（中国・江漢大学） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（ドイツ・ライプツィヒ大学） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

サンディエゴ州立大学英語研修 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

梨花女子大学韓国語研修 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

ソーシャルネットワークと大分からの発信Ⅰ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

ソーシャルネットワークと大分からの発信Ⅱ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

ＴＯＥＦＬ英語Ⅰ 1・2 前 2 ○ 兼2

ＴＯＥＦＬ英語Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2

留学準備集中英語 2・3・4 前 4 ○ 兼1

トビタテ留学準備英語 1・2・3・4 前後 2 ○ 兼1

日本語学Ⅰ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

日本語文法分析 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

表現技術（口頭発表） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

小計（50科目） － 0 101 0 1 0 0 0 0 兼35

現代国際政治と日本 2・3・4　後 2 ○ 兼1 隔年

現代社会の諸問題 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

Education　of　the　World　in　Comparative　Perspective 1・2・3・4後 2 ○ 兼1 隔年

日本国憲法 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

子どものこころの育ち 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本のマネジメント 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

会社組織のしくみ 1・2・3 前 2 ○ 兼1 隔年

会社法入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

企業会計の基礎 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

企業の価格戦略と消費者の行動 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

企業ファイナンス入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

金融とわたしたちの生活 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

グローバル経済入門 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

経営学の基礎 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経済学で物事をみる 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

経済学を学ぶ 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

経済統計を読む 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

経済と倫理 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

資本市場論 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

消費者と企業 1・2 後 2 ○ 兼1 隔年

食と農の地理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済入門 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

人間・労働と技術の現代史 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

知的財産入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 集中

経済発展と貧困削減 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

社会調査の基礎 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

小計（26科目） － 0 52 0 4 6 0 0 0 兼16

化学史 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

海流とその研究 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

環境と生物 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

文
化
・
国
際

　
　
全
学
共
通
科
目

　
　
教
養
教
育
科
目

自
然
・

科
学

－

　
　
社
会
・
経
済

－

大分大学－18



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

幾何学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

ゲーム理論と社会 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

現代天文学と生命 1・2・3・4 前 2 ◯ 兼1 隔年

栽培学習論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 隔年・共同

数学と文化 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

数学入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

生命観の変遷 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

地生態学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

微分法と数学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

ファジィの数理 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

物理学への招待 1・2・3・4 後 2 ○ 兼3 隔年・オムニバス方式

身近な化学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

身近な物理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

エネルギー科学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

エレクトロニクスの世界Ⅰ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

エレクトロニクスの世界Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 オムニバス方式

機械技術概論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

機械と文明 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

機械の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

くらしの化学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 オムニバス方式

クルマと社会の関わり 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

建築構造工学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

食品材料概説 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

植物細胞工学 2 後 2 ○ 兼1 隔年

情報科学の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼8 オムニバス方式

初等教育のためのものづくり 1・2・3・4 後 2 ○ 兼3 隔年・共同

数理の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

電気の世界Ⅰ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

電気の世界Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

情報セキュリティ基礎 1前後 2 ○ 兼8 共同

情報リテラシーⅠ 1前後 2 ○ 兼2

情報リテラシーⅡ 1前後 2 ○ 兼2

小計（35科目） － 0 70 0 1 0 0 0 0 兼53

子育て支援の地理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

仕事と社会 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

家族と法 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

地域の住まい論 1・2・3・4 前 2 ○ ※ 兼1 隔年　※演習

自然災害と防災の科学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼5 オムニバス方式

建築環境計画 1・2・3・4 前 2 ○ 兼6 オムニバス方式

カラダの見方・考え方 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

地球環境とエネルギー入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 オムニバス方式

社会福祉と自立思想 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

障がい者福祉入門 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

アルコール関連問題入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

健康と看護 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

現代の福祉政策 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

市民参加と現代社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

福祉専門職の来し方 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

福祉テクノロジー入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

東南アジアの社会と教育 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

保育学基礎論 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

学びと生活の探求 1・2 前 2 ○ 兼1 隔年

地域社会へのまなざし 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

大分の地域資源 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1
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交通からみた地域社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

 世界・日本・大分の農業経済論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

大分の水I 1・2・3・4 前 2 ○ 1

大分の水II 1・2・3・4 後 2 ○ 1

環境の化学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 オムニバス方式

自然体験活動の理論と実践 1・2・3・4 前 2 ○ ○ 兼1

地域と情報 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本の環境政策 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

現代社会と心理学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼6 隔年・オムニバス方式

人体の構造と生理 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 隔年・オムニバス方式

高齢者の身体機能と疾病の特徴 1・2・3・4 前 2 ○ 兼5 隔年・オムニバス方式

学習意欲の心理学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

インストラクショナルデザイン入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

創造的思考法 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

共生社会論 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

生涯スポーツⅠ 2・3・4 前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅡ 2・3・4 前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅣ 2・3・4 後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅤ 2・3・4 後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

スポーツ文化科学
（レクリェーショナルスポーツと健康づくり）

1前後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

小計（41科目） － 0 78 0 2 0 0 0 0 兼51

基礎演習Ⅰ 1前 2 ○ 4 4 兼14

基礎演習Ⅱ 1後 2 ○ 6 2 兼14

小計（2科目） － 4 0 0 10 6 0 0 0 兼28

総合英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼5

総合英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼6

基礎英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

基礎英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

総合英語Ⅲ 2前 1 ○ 兼6

英会話 1前後 1 ○ 兼4

基礎ドイツ語Ⅰ 1前 1 ○ 兼2

基礎ドイツ語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

基礎フランス語Ⅰ 1前 1 ○ 兼2

基礎フランス語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

基礎中国語Ⅰ 1前 1 ○ 兼4

基礎中国語Ⅱ 1後 1 ○ 兼4

基礎ハングルⅠ 1前 1 ○ 兼2

基礎ハングルⅡ 1後 1 ○ 兼2

小計（14科目） － 2 12 0 0 0 0 0 0 兼20

経済学Ⅰ 1前後 2 ○ 1

経済学Ⅱ 1前後 2 ○ 1

経済学Ⅲ 1前後 2 ○ 1 兼1

経営学入門 1前 2 ○ 兼4

簿記Ⅰ 1前 2 ○ 兼2
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法学入門 1後 2 ○ 兼2

地域研究入門 1後 2 ○ 兼7

小計（7科目） － 6 8 0 0 3 0 0 0 兼16

中級演習Ⅰ 2前 2 ○ 4 4 兼14

中級演習Ⅱ 2後 2 ○ 5 4 兼13

演習Ⅰ 3前 2 ○ 9 6

演習Ⅱ 3後 2 ○ 9 6

演習Ⅲ 4前 2 ○ 7 4

演習Ⅳ 4後 2 ○ 7 4

卒業論文 4通 6 ○ 7 4

上級演習 4前後 2 ○ 1 1 兼2

IBPﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾐﾅｰ 4後 2 ○ 1 1

小計（9科目） － 18 4 0 11 7 0 0 0 兼27

政治経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

政治経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

ミクロ経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

ミクロ経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

マクロ経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

マクロ経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

ミクロ経済学セミナー 3,4前 2 ○ 1

ゲーム理論 2～4後 2 ○ 1

現代資本主義論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

現代資本主義論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

計量経済学 2～4前 2 ○ 1 隔年

経済数学Ⅰ 1後 　 2 ○ 1 隔年

経済学史Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済学史Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

近代経済学史 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

統計学Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

統計学Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

外国書講読AⅠ 2～4前 2 ○ 1

外国書講読AⅡ 2～4後 2 ○ 1

国際貿易論 2後 2 ○ 1 隔年

世界経済論 2～4後 2 ○ 1

開発経済論 2～4後 2 ○ 1

アジア経済発展論 2～4後 2 ○ 1

EUの政治経済 2～4前 2 ○ 1

グローバル化と政治経済 2～4後 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

経済地理学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経済地理学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

労働経済論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

労働経済論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

労使関係論 2～4前 2 ○ 1 隔年

西洋経済史Ⅰ 2～4後 2 ○ 1 隔年

西洋経済史Ⅱ 3,4前 2 ○ 1 隔年

日本経済史Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

日本経済史Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

資本主義発達史Ⅰ 1後 2 ○ 1 隔年

資本主義発達史Ⅱ 2～4前 2 ○ 1 隔年

日本経済論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

環境の経済学 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済政策論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年
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経済政策論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

産業と経済Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

産業と経済Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

公共経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

社会政策論Ⅰ 1前 2 ○ 1 隔年

社会政策論Ⅱ 1後 2 ○ 1 隔年

社会保障論 2～4前 2 ○ 1 隔年

日本の社会保障 2～4前 2 ○ 1 隔年

財政理論 2～4前 2 ○ 1

財政政策 2～4後 2 ○ 1

租税論 2～4前 2 ○ 兼1

金融論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

金融論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

国際金融論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

国際金融論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

証券論 1前 2 ○ 1

証券市場論 2～4後 2 ○ 1

小計（59科目） － 0 118 0 11 7 0 0 0 兼7

経営学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経営学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

基礎経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

基礎経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

比較経営史Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

比較経営史Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

株式会社論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

株式会社論Ⅱ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

企業組織法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

企業組織法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

経営情報論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経営情報論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

組織革新論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

組織革新論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

流通論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

流通論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

マーケティング論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

マーケティング論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

国際経営論 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

外国書講読BⅠ 2～4前 2 ○ 兼1

外国書講読BⅡ 2～4後 2 ○ 兼1

経営心理学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経営心理学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

経営戦略論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経営戦略論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

人事システム論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

人事システム論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

企業ファイナンス論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

企業ファイナンス論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

交通論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

交通論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

国際物流論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

国際物流論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

企業取引法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

企業取引法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

－
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保険論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

保険論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

リスクマネジメント論 3,4後 2 ○ 兼1 隔年

企業のリスクマネジメント 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

会計学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

会計学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

会社会計論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

会社会計論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

監査論Ⅰ 3,4前 2 ○ 兼1

監査論Ⅱ 3,4後 2 ○ 兼1

管理会計論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

管理会計論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

原価計算論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

原価計算論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

会計情報システム論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

簿記Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

簿記Ⅲ 2～4前 4 ○ 兼1

経営分析論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経営分析論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

情報社会論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

情報社会論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

比較社会文化論 2～4後 2 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

アメリカ言語文化論 2～4後 2 ○ 兼1

現代フランス社会論 2～4前 2 ○ 兼1

現代中国社会論 2～4後 2 ○ 兼1

英語コミュニケーションセミナーⅠ 2～4前 2 ○ 兼1

英語コミュニケーションセミナーⅡ 2～4後 2 ○ 兼1

地域経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

地域経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

都市経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

都市経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

比較地域分析Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

比較地域分析Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

地域構造論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

地域構造論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

地域発展論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

地域発展論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

農村発展論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

農村発展論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

地域と商業 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

地域と交通 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

地域福祉論 2～4前 2 ○ 兼1

公的扶助論 2～4後 2 ○ 兼1

地方行政論 2～4後 2 ○ 兼1

地方財政論 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

憲法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

憲法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

民法総則 2～4前 2 ○ 兼1

物権法 2～4後 2 ○ 兼1

債権総論 3,4前 2 ○ 兼1

債権各論 3,4後 2 ○ 兼1

労働関係法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年
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労働関係法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

消費者と法 3,4後 2 ○ 兼1 隔年

経済法 2～4前 2 ○ 兼1

犯罪と法 3,4後 2 ○ 兼1 隔年

行政法 2～4前 2 ○ 兼1

租税法 2～4後 2 ○ 兼1

小計（95科目） － 0 192 0 0 0 0 0 0 兼42

ビジネス英語B 2前 2 ○ 兼2

ビジネス英語A 2後 2 ○ 兼2

西アフリカの経済発展と貧困削減 2～4前 2 ○ 1 1

フィールドワーク入門 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

農山漁村再生論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

農村再生演習 2～4前 2 ○ 兼1

大分の企業と人材 2～4後 2 ○ 1 1

国際ボランティア・ワークショップ 2～4後 4 ○ 2 兼1 隔年・集中

ソーシャルイノベーション・ワークショップ 2～4前 2 ○ 1 1 兼6 隔年・集中

インターンシップ 2～4前 ※ ○ 兼1

四極会寄附講義　会社研究 2～4前 2 ○ 兼15

大分銀行寄附講義　地域と経済 2～4後 2 ○ 兼15

 野村證券寄附講義　資本市場の役割と証券投資 2～4後 2 ○ 兼11

 連合大分寄附講義働くということと労働組合 2～4前 2 ○ 兼9

日本税理士会連合  会寄附講義租税の基礎と税理士の役割 2～4後 2 ○ 兼15

小計（15科目） － 0 30 0 5 3 0 0 0 兼76

－ 30 703 0 11 7 0 0 0 兼282

９０分

合計（185科目） －

卒業要件及び履修方法 授業期間等

教養教育科目３６単位，専門基礎科目１０単位，専門教育科目８２単
位，合計１２８単位以上を修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：２５単位（半期））

【履修方法】
（１）教養教育科目 ３６単位以上
①全学共通科目  １０単位（選択必修１０単位）
②導入教育科目　　４単位
③外国語科目  　　６単位
④その他の教養教育科目 １６単位以上

（２）専門基礎科目 １０単位
①必修科目   　６単位
②選択必修科目 ４単位

（３）専門教育科目 ８２単位以上
①演習・卒業論文科目 １８単位
②所属学科の科目　選択必修　２４単位
③所属学科の科目以外の科目  １２単位（各学科から４単位）
④その他の専門基礎・専門教育科目　２８単位以上

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間

－
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生涯学習論入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

スポーツと生活 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2

大学開放論
-社会人の学びと大学生の学び-

1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

大分の人と学問 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

学習ボランティア入門 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

カタリバでキャリアを拓く  1・2・3・4 後 2 〇 兼1

職業とキャリア開発 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

中小企業の魅力の発見と発信～インターンシップセミナー～ 1・2 前 2 〇 兼1

分大キャンパスライフ入門 1 前 2 〇 兼1

木材加工の技術 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 隔年・共同

コンピュータ科学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼8 オムニバス方式

情報処理入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

初等教育のためのICT活用 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 隔年・共同

人類の知的遺産と向き合う 1・2・3・4 後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

ものづくり入門 1・2・3・4　前 2 ○ 兼1 隔年

「読むこと」と自己開拓 1・2・3・4　後 2 ○ 兼1 隔年

男女共同参画入門 1・2・3・4　後 2 ○ 兼1

プロジェクト型学習入門Ⅰ～インターンシップセミナーB～ 1・2・3・4　前 2 〇 兼2 共同

プロジェクト型学習入門Ⅱ～インターンシップセミナーB～ 1・2・3・4　後 2 〇 兼2 共同

小計（20科目） － 0 38 0 － 0 0 0 0 0 兼40

大分美術史概論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

器楽の楽しみ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 隔年・共同

国文学作品研究 １前 2 ○ 兼1 隔年

古典文学講読 １・２前 2 ○ 兼1 隔年

水彩画の魅力 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

手作り絵本の楽しみ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本文化論 1・2・3・4 前後 2 ○ 兼1

西洋思想の源流 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

バロック音楽の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 隔年・共同

版画の楽しみ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

文化人類学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

南アジアの生活文化を知ろう 1・2・3・4 後 2 ○ ※ 兼2 隔年・共同　※実習

イギリス近代史 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

前近代日本の国家と社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

医学史のプロムナード 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

中国史学緒論 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

中世イタリアの生活史Ⅰ 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

中世イタリアの生活史Ⅱ 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

東アジア史の諸相 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

国際関係入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

国際健康コンシェルジュ養成講座 1・2・3・4 後 1 ○ 兼4 オムニバス方式

英語ゼミナールＢ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＣ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＤ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＥ：英語運用力養成訓練Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＦ：英語運用力養成訓練Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

応用中国語Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

応用中国語Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

文
化
・
国
際
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目
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目
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

参考資料　　平成２８年度教育課程表（経営システム学科）
（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
　（経済学部経営システム学科）
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応用ドイツ語Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

応用ドイツ語Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

大分事情 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・ソウル女子大学校Ⅰ） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・ソウル女子大学校Ⅱ） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・培材大学校） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・釜山大学校） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（台湾・東海大学Ⅰ） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（台湾・東海大学Ⅱ） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（中国・江漢大学） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（ドイツ・ライプツィヒ大学） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

サンディエゴ州立大学英語研修 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

梨花女子大学韓国語研修 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

ソーシャルネットワークと大分からの発信Ⅰ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

ソーシャルネットワークと大分からの発信Ⅱ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

ＴＯＥＦＬ英語Ⅰ 1・2 前 2 ○ 兼2

ＴＯＥＦＬ英語Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2

留学準備集中英語 2・3・4 前 4 ○ 兼1

トビタテ留学準備英語 1・2・3・4 前後 2 ○ 兼1

日本語学Ⅰ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

日本語文法分析 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

表現技術（口頭発表） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

小計（50科目） － 0 101 0 0 0 0 0 0 兼36

現代国際政治と日本 2・3・4　後 2 ○ 兼1 隔年

現代社会の諸問題 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

Education　of　the　World　in　Comparative　Perspective 1・2・3・4後 2 ○ 兼1 隔年

日本国憲法 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

子どものこころの育ち 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本のマネジメント 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

会社組織のしくみ 1・2・3 前 2 ○ 1 隔年

会社法入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

企業会計の基礎 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

企業の価格戦略と消費者の行動 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

企業ファイナンス入門 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

金融とわたしたちの生活 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

グローバル経済入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経営学の基礎 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

経済学で物事をみる 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

経済学を学ぶ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経済統計を読む 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経済と倫理 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

資本市場論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

消費者と企業 1・2 後 2 ○ 1 隔年

食と農の地理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

人間・労働と技術の現代史 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

知的財産入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 集中

経済発展と貧困削減 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

社会調査の基礎 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

小計（26科目） － 0 52 0 6 1 0 0 0 兼19

化学史 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

海流とその研究 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

環境と生物 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

幾何学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年
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ゲーム理論と社会 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

現代天文学と生命 1・2・3・4 前 2 ◯ 兼1 隔年

栽培学習論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 隔年・共同

数学と文化 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

数学入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

生命観の変遷 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

地生態学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

微分法と数学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

ファジィの数理 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

物理学への招待 1・2・3・4 後 2 ○ 兼3 隔年・オムニバス方式

身近な化学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

身近な物理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

エネルギー科学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

エレクトロニクスの世界Ⅰ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

エレクトロニクスの世界Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 オムニバス方式

機械技術概論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

機械と文明 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

機械の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

くらしの化学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 オムニバス方式

クルマと社会の関わり 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

建築構造工学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

食品材料概説 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

植物細胞工学 2 後 2 ○ 兼1 隔年

情報科学の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼8 オムニバス方式

初等教育のためのものづくり 1・2・3・4 後 2 ○ 兼3 隔年・共同

数理の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

電気の世界Ⅰ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

電気の世界Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

情報セキュリティ基礎 1前後 2 ○ 兼8 共同

情報リテラシーⅠ 1前後 2 ○ 兼2

情報リテラシーⅡ 1前後 2 ○ 兼2

小計（35科目） － 0 70 0 0 0 0 0 0 兼55

子育て支援の地理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

仕事と社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

家族と法 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

地域の住まい論 1・2・3・4 前 2 ○ ※ 兼1 隔年　※演習

自然災害と防災の科学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼5 オムニバス方式

建築環境計画 1・2・3・4 前 2 ○ 兼6 オムニバス方式

カラダの見方・考え方 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

地球環境とエネルギー入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 オムニバス方式

社会福祉と自立思想 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

障がい者福祉入門 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

アルコール関連問題入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

健康と看護 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

現代の福祉政策 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

市民参加と現代社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

福祉専門職の来し方 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

福祉テクノロジー入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

東南アジアの社会と教育 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

保育学基礎論 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

学びと生活の探求 1・2 前 2 ○ 兼1 隔年

地域社会へのまなざし 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

大分の地域資源 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

交通からみた地域社会 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年
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 世界・日本・大分の農業経済論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

大分の水I 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

大分の水II 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

環境の化学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 オムニバス方式

自然体験活動の理論と実践 1・2・3・4 前 2 ○ ○ 兼1

地域と情報 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本の環境政策 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

現代社会と心理学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼6 隔年・オムニバス方式

人体の構造と生理 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 隔年・オムニバス方式

高齢者の身体機能と疾病の特徴 1・2・3・4 前 2 ○ 兼5 隔年・オムニバス方式

学習意欲の心理学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

インストラクショナルデザイン入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

創造的思考法 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

共生社会論 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

生涯スポーツⅠ 2・3・4 前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅡ 2・3・4 前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅣ 2・3・4 後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅤ 2・3・4 後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

スポーツ文化科学
（レクリェーショナルスポーツと健康づくり）

1前後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

小計（41科目） － 0 78 0 0 1 0 0 0 兼53

基礎演習Ⅰ 1前 2 ○ 2 6 兼14

基礎演習Ⅱ 1後 2 ○ 4 4 兼14

小計（2科目） － 4 0 0 5 7 0 0 0 兼28

総合英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼5

総合英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼6

基礎英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

基礎英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

総合英語Ⅲ 2前 1 ○ 兼6

英会話 1前後 1 ○ 兼4

基礎ドイツ語Ⅰ 1前 1 ○ 兼2

基礎ドイツ語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

基礎フランス語Ⅰ 1前 1 ○ 兼2

基礎フランス語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

基礎中国語Ⅰ 1前 1 ○ 兼4

基礎中国語Ⅱ 1後 1 ○ 兼4

基礎ハングルⅠ 1前 1 ○ 兼2

基礎ハングルⅡ 1後 1 ○ 兼2

小計（14科目） － 2 12 0 0 0 0 0 0 兼20

経済学Ⅰ 1前後 2 ○ 兼1

経済学Ⅱ 1前後 2 ○ 兼1

経済学Ⅲ 1前後 2 ○ 兼2

経営学入門 1前 2 ○ 3 1

簿記Ⅰ 1前 2 ○ 1 1

法学入門 1後 2 ○ 兼2

地域研究入門 1後 2 ○ 1 兼6

小計（7科目） － 6 8 0 3 3 1 0 0 兼12

総合英語Ⅰ・Ⅱ
または基礎英語
Ⅰ・Ⅱから２単
位を選択必修
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中級演習Ⅰ 2前 2 ○ 4 4 兼14

中級演習Ⅱ 2後 2 ○ 4 3 兼15

演習Ⅰ 3前 2 ○ 5 6

演習Ⅱ 3後 2 ○ 5 6

演習Ⅲ 4前 2 ○ 6 6

演習Ⅳ 4後 2 ○ 6 6

卒業論文 4通 6 ○ 6 6

上級演習 4前後 2 ○ 2 兼2

IBPﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾐﾅｰ 4後 2 ○ 兼2

小計（9科目） － 18 4 0 8 6 0 0 0 兼29

経営学Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

経営学Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

基礎経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

基礎経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

比較経営史Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

比較経営史Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

株式会社論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

株式会社論Ⅱ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

企業組織法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

企業組織法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

経営情報論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

経営情報論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

組織革新論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

組織革新論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

流通論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

流通論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

マーケティング論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

マーケティング論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

国際経営論 2～4後 2 ○ 1 隔年

外国書講読BⅠ 2～4前 2 ○ 1

外国書講読BⅡ 2～4後 2 ○ 1

経営心理学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経営心理学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

経営戦略論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

経営戦略論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

人事システム論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

人事システム論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

企業ファイナンス論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

企業ファイナンス論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

交通論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

交通論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

国際物流論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

国際物流論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

企業取引法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

企業取引法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

保険論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

保険論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

リスクマネジメント論 3,4後 2 ○ 1 兼1 隔年

企業のリスクマネジメント 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

会計学Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

会計学Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

会社会計論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

会社会計論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

監査論Ⅰ 3,4前 2 ○ 1
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監査論Ⅱ 3,4後 2 ○ 1

管理会計論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

管理会計論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

原価計算論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

原価計算論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

会計情報システム論 2～4前 2 ○ 1 隔年

簿記Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 1

簿記Ⅲ 2～4前 4 ○ 兼1

経営分析論Ⅰ 2～4前 2 ○ 2

経営分析論Ⅱ 2～4後 2 ○ 2

小計（54科目） － 0 110 0 8 6 1 0 0 兼6

政治経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

政治経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

ミクロ経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

ミクロ経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

ミクロ経済学セミナー 3,4前 2 ○ 兼1

ゲーム理論 2～4後 2 ○ 兼1

現代資本主義論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

現代資本主義論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

計量経済学 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済数学Ⅰ 1後 　 2 ○ 兼1 隔年

経済学史Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済学史Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

近代経済学史 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

統計学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

統計学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

外国書講読AⅠ 2～4前 2 ○ 兼1

外国書講読AⅡ 2～4後 2 ○ 兼1

国際貿易論 2後 2 ○ 兼1 隔年

世界経済論 2～4後 2 ○ 兼1

開発経済論 2～4後 2 ○ 兼1

アジア経済発展論 2～4後 2 ○ 兼1

EUの政治経済 2～4前 2 ○ 兼1

グローバル化と政治経済 2～4後 2 ○ 兼1

国際関係論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

国際関係論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

経済地理学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経済地理学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

労働経済論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

労働経済論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

労使関係論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

西洋経済史Ⅰ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

西洋経済史Ⅱ 3,4前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済史Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

日本経済史Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

資本主義発達史Ⅰ 1後 2 ○ 兼1 隔年

資本主義発達史Ⅱ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

環境の経済学 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済政策論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済政策論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

産業と経済Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年
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産業と経済Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

公共経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

社会政策論Ⅰ 1前 2 ○ 兼1 隔年

社会政策論Ⅱ 1後 2 ○ 兼1 隔年

社会保障論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

日本の社会保障 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

財政理論 2～4前 2 ○ 兼1

財政政策 2～4後 2 ○ 兼1

租税論 2～4前 2 ○ 兼1

金融論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

金融論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

国際金融論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

国際金融論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

証券論 1前 2 ○ 兼1

証券市場論 2～4後 2 ○ 兼1

情報社会論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

情報社会論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

比較社会文化論 2～4後 2 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

アメリカ言語文化論 2～4後 2 ○ 兼1

現代フランス社会論 2～4前 2 ○ 兼1

現代中国社会論 2～4後 2 ○ 兼1

英語コミュニケーションセミナーⅠ 2～4前 2 ○ 兼1

英語コミュニケーションセミナーⅡ 2～4後 2 ○ 兼1

地域経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

地域経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

都市経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

都市経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

比較地域分析Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

比較地域分析Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

地域構造論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

地域構造論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

地域発展論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

地域発展論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

農村発展論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

農村発展論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

地域と商業 2～4後 2 ○ 1 隔年

地域と交通 2～4前 2 ○ 1 隔年

地域福祉論 2～4前 2 ○ 兼1

公的扶助論 2～4後 2 ○ 兼1

地方行政論 2～4後 2 ○

地方財政論 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

憲法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

憲法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

民法総則 2～4前 2 ○ 兼1

物権法 2～4後 2 ○ 兼1

債権総論 3,4前 2 ○ 兼1

債権各論 3,4後 2 ○ 兼1

労働関係法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

労働関係法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

消費者と法 3,4後 2 ○ 兼1 隔年

経済法 2～4前 2 ○ 兼1
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学
科
の
科
目
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育
科
目
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

犯罪と法 3,4後 2 ○ 兼1 隔年

行政法 2～4前 2 ○ 兼1

租税法 2～4後 2 ○ 兼1

小計（100科目） － 0 200 0 1 1 0 0 0 兼48

ビジネス英語B 2前 2 ○ 兼2

ビジネス英語A 2後 2 ○ 兼2

西アフリカの経済発展と貧困削減 2～4前 2 ○ 兼2

フィールドワーク入門 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

農山漁村再生論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

農村再生演習 2～4前 2 ○ 兼1

大分の企業と人材 2～4後 2 ○ 兼2

国際ボランティア・ワークショップ 2～4後 4 ○ 兼3 隔年・集中

ソーシャルイノベーション・ワークショップ 2～4前 2 ○ 2 1 兼5 隔年・集中

インターンシップ 2～4前 ※ ○ 兼1

四極会寄附講義　会社研究 2～4前 2 ○ 兼15

大分銀行寄附講義　地域と経済 2～4後 2 ○ 兼15

 野村證券寄附講義　資本市場の役割と証券投資 2～4後 2 ○ 兼11

 連合大分寄附講義働くということと労働組合 2～4前 2 ○ 兼9

日本税理士会連合会寄附講義  租税の基礎と税理士の役割 2～4後 2 ○ 兼15

小計（15科目） － 0 30 0 2 1 0 0 0 兼81

－ 30 703 0 8 6 1 0 0 兼285

９０分

合計（185科目） －

卒業要件及び履修方法 授業期間等

教養教育科目３６単位，専門基礎科目１０単位，専門教育科目８２単
位，合計１２８単位以上を修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：２５単位（半期））

【履修方法】
（１）教養教育科目 ３６単位以上
①全学共通科目  １０単位（選択必修１０単位）
②導入教育科目　　４単位
③外国語科目 ６単位
④その他の教養教育科目 １６単位以上

（２）専門基礎科目 １０単位
①必修科目     ６単位
②選択必修科目 ４単位

（３）専門教育科目 ８２単位以上
①演習・卒業論文科目 １８単位
②所属学科の科目　選択必修　２４単位
③所属学科の科目以外の科目  １２単位（各学科から４単位）
④その他の専門基礎・専門教育科目　２８単位以上

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間

－

学
科
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通
科
目

－
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生涯学習論入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

スポーツと生活 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2

大学開放論
-社会人の学びと大学生の学び-

1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

大分の人と学問 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

学習ボランティア入門 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

カタリバでキャリアを拓く  1・2・3・4 後 2 〇 1

職業とキャリア開発 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

中小企業の魅力の発見と発信～インターンシップセミナー～ 1・2 前 2 〇 兼1

分大キャンパスライフ入門 1 前 2 〇 兼1

木材加工の技術 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 隔年・共同

コンピュータ科学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼8 オムニバス方式

情報処理入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

初等教育のためのICT活用 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 隔年・共同

人類の知的遺産と向き合う 1・2・3・4 後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

ものづくり入門 1・2・3・4　前 2 ○ 兼1 隔年

「読むこと」と自己開拓 1・2・3・4　後 2 ○ 兼1 隔年

男女共同参画入門 1・2・3・4　後 2 ○ 兼1

プロジェクト型学習入門Ⅰ～インターンシップセミナーB～ 1・2・3・4　前 2 〇 兼2 共同

プロジェクト型学習入門Ⅱ～インターンシップセミナーB～ 1・2・3・4　後 2 〇 兼2 共同

小計（20科目） － 0 38 0 － 1 0 0 0 0 兼18

大分美術史概論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

器楽の楽しみ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 隔年・共同

国文学作品研究 １前 2 ○ 兼1 隔年

古典文学講読 １・２前 2 ○ 兼1 隔年

水彩画の魅力 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

手作り絵本の楽しみ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本文化論 1・2・3・4 前後 2 ○ 兼1

西洋思想の源流 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

バロック音楽の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 隔年・共同

版画の楽しみ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

文化人類学 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

南アジアの生活文化を知ろう 1・2・3・4 後 2 ○ ※ 兼2 隔年・共同　※実習

イギリス近代史 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

前近代日本の国家と社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

医学史のプロムナード 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

中国史学緒論 1・2・3・4 前 2 〇 兼1 隔年

中世イタリアの生活史Ⅰ 1・2・3・4 後 2 〇 1 隔年

中世イタリアの生活史Ⅱ 1・2・3・4 前 2 〇 1 隔年

東アジア史の諸相 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

国際関係入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

国際健康コンシェルジュ養成講座 1・2・3・4 後 1 ○ 1 兼3 オムニバス方式

英語ゼミナールＢ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＣ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＤ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＥ：英語運用力養成訓練Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

英語ゼミナールＦ：英語運用力養成訓練Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

応用中国語Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 1

文
化
・
国
際

　
全
学
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通
科
目

　
教
養
教
育
科
目

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

参考資料　　平成２８年度教育課程表（地域システム学科）
（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
　（経済学部地域システム学科）

備考
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入
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換

科目
区分
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

応用中国語Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 1

応用ドイツ語Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼1

応用ドイツ語Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼1

大分事情 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・ソウル女子大学校Ⅰ） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・ソウル女子大学校Ⅱ） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・培材大学校） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（韓国・釜山大学校） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（台湾・東海大学Ⅰ） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（台湾・東海大学Ⅱ） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（中国・江漢大学） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

海外短期語学研修（ドイツ・ライプツィヒ大学） 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

サンディエゴ州立大学英語研修 1・2・3・4 前 2 ○ 1

梨花女子大学韓国語研修 1・2・3・4 前 2 ○ 1

ソーシャルネットワークと大分からの発信Ⅰ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

ソーシャルネットワークと大分からの発信Ⅱ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

ＴＯＥＦＬ英語Ⅰ 1・2 前 2 ○ 1 兼1

ＴＯＥＦＬ英語Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼1

留学準備集中英語 2・3・4 前 4 ○ 1

トビタテ留学準備英語 1・2・3・4 前後 2 ○ 兼1

日本語学Ⅰ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

日本語文法分析 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

表現技術（口頭発表） 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

小計（50科目） － 0 101 0 1 4 0 0 0 兼31

現代国際政治と日本 2・3・4　後 2 ○ 兼1 隔年

現代社会の諸問題 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

Education　of　the　World　in　Comparative　Perspective 1・2・3・4後 2 ○ 兼1 隔年

日本国憲法 1・2・3・4 後 2 ○ 1

子どものこころの育ち 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本のマネジメント 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

会社組織のしくみ 1・2・3 前 2 ○ 兼1 隔年

会社法入門 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

企業会計の基礎 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

企業の価格戦略と消費者の行動 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

企業ファイナンス入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

金融とわたしたちの生活 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

グローバル経済入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経営学の基礎 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経済学で物事をみる 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

経済学を学ぶ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経済統計を読む 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

経済と倫理 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

資本市場論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

消費者と企業 1・2 後 2 ○ 兼1 隔年

食と農の地理学 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

日本経済入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

人間・労働と技術の現代史 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

知的財産入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 集中

経済発展と貧困削減 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

社会調査の基礎 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

小計（26科目） － 0 52 0 0 3 0 0 0 兼23

化学史 1・2・3・4 後 2 〇 兼1

海流とその研究 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

環境と生物 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

幾何学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

ゲーム理論と社会 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

現代天文学と生命 1・2・3・4 前 2 ◯ 兼1 隔年

栽培学習論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 隔年・共同

数学と文化 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

数学入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

生命観の変遷 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

地生態学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

微分法と数学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

ファジィの数理 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

物理学への招待 1・2・3・4 後 2 ○ 兼3 隔年・オムニバス方式

身近な化学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

身近な物理学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

エネルギー科学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

エレクトロニクスの世界Ⅰ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

エレクトロニクスの世界Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 オムニバス方式

機械技術概論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

機械と文明 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

機械の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

くらしの化学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼2 オムニバス方式

クルマと社会の関わり 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

建築構造工学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 オムニバス方式

食品材料概説 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

植物細胞工学 2 後 2 ○ 兼1 隔年

情報科学の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼8 オムニバス方式

初等教育のためのものづくり 1・2・3・4 後 2 ○ 兼3 隔年・共同

数理の世界 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

電気の世界Ⅰ 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

電気の世界Ⅱ 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

情報セキュリティ基礎 1前後 2 ○ 兼8 共同

情報リテラシーⅠ 1前後 2 ○ 兼2

情報リテラシーⅡ 1前後 2 ○ 兼2

小計（35科目） － 0 70 0 0 0 0 0 0 兼55

子育て支援の地理学 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

仕事と社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

家族と法 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

地域の住まい論 1・2・3・4 前 2 ○ ※ 兼1 隔年　※演習

自然災害と防災の科学 1・2・3・4 前 2 ○ 兼5 オムニバス方式

建築環境計画 1・2・3・4 前 2 ○ 兼6 オムニバス方式

カラダの見方・考え方 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

地球環境とエネルギー入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 オムニバス方式

社会福祉と自立思想 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

障がい者福祉入門 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

アルコール関連問題入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

健康と看護 1・2・3・4 後 2 〇 兼1 隔年

現代の福祉政策 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

市民参加と現代社会 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

福祉専門職の来し方 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

福祉テクノロジー入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

東南アジアの社会と教育 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

保育学基礎論 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

学びと生活の探求 1・2 前 2 ○ 兼1 隔年

地域社会へのまなざし 1・2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

大分の地域資源 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

交通からみた地域社会 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

 世界・日本・大分の農業経済論 1・2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

大分の水I 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

大分の水II 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

環境の化学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 兼2 オムニバス方式

自然体験活動の理論と実践 1・2・3・4 前 2 ○ ○ 兼1

地域と情報 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

日本の環境政策 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

現代社会と心理学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼6 隔年・オムニバス方式

人体の構造と生理 1・2・3・4 前 2 ○ 兼3 隔年・オムニバス方式

高齢者の身体機能と疾病の特徴 1・2・3・4 前 2 ○ 兼5 隔年・オムニバス方式

学習意欲の心理学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

インストラクショナルデザイン入門 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

創造的思考法 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

共生社会論 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

生涯スポーツⅠ 2・3・4 前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅡ 2・3・4 前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅣ 2・3・4 後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

生涯スポーツⅤ 2・3・4 後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

スポーツ文化科学
（レクリェーショナルスポーツと健康づくり）

1前後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

小計（41科目） － 0 78 0 0 5 0 0 0 兼49

基礎演習Ⅰ 1前 2 ○ 3 3 兼16

基礎演習Ⅱ 1後 2 ○ 0 6 兼16

小計（2科目） － 4 0 0 3 8 0 0 0 兼32

総合英語Ⅰ 1前 1 ○ 1 兼4

総合英語Ⅱ 1後 1 ○ 2 兼4

基礎英語Ⅰ 1前 1 ○ 1

基礎英語Ⅱ 1後 1 ○ 1 兼1

総合英語Ⅲ 2前 1 ○ 3 兼3

英会話 1前後 1 ○ 兼4

基礎ドイツ語Ⅰ 1前 1 ○ 兼2

基礎ドイツ語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

基礎フランス語Ⅰ 1前 1 ○ 1 兼1

基礎フランス語Ⅱ 1後 1 ○ 1 兼1

基礎中国語Ⅰ 1前 1 ○ 1 兼3

基礎中国語Ⅱ 1後 1 ○ 1 兼3

基礎ハングルⅠ 1前 1 ○ 兼2

基礎ハングルⅡ 1後 1 ○ 兼2

小計（14科目） － 2 12 0 0 5 0 0 0 兼15

経済学Ⅰ 1前後 2 ○ 兼1

経済学Ⅱ 1前後 2 ○ 兼1

経済学Ⅲ 1前後 2 ○ 兼2

経営学入門 1前 2 ○ 兼4

簿記Ⅰ 1前 2 ○ 兼2

法学入門 1後 2 ○ 1 1

地域研究入門 1後 2 ○ 2 4 兼1

小計（7科目） － 6 8 0 3 5 0 0 0 兼11

総合英語Ⅰ・Ⅱ
または基礎英語
Ⅰ・Ⅱから２単
位を選択必修

　
　
第
2
外
国
語
科
目

基礎ドイツ語
Ⅰ・Ⅱ，基礎フ
ランス語Ⅰ・
Ⅱ，基礎中国語
Ⅰ・Ⅱ，基礎ハ
ングルⅠ・Ⅱか
ら２単位を選択
必修

－

専
門
基
礎
科
目

－

　
教
養
教
育
科
目

－

導
入
教
育
科

目 導
入
・
転
換 －

外
国
語
科
目

第
1
外
国
語
科
目

　
福
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・
地
域

　
全
学
共
通
科
目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

中級演習Ⅰ 2前 2 ○ 0 6 兼16

中級演習Ⅱ 2後 2 ○ 3 3 兼16

演習Ⅰ 3前 2 ○ 2 6

演習Ⅱ 3後 2 ○ 2 6

演習Ⅲ 4前 2 ○ 2 12

演習Ⅳ 4後 2 ○ 2 12

卒業論文 4通 6 ○ 2 12

上級演習 4前後 2 ○ 兼4

IBPﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾐﾅｰ 4後 2 ○ 兼2

小計（9科目） － 18 4 0 3 14 0 0 0 兼32

情報社会論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

情報社会論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

比較社会文化論 2～4後 2 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

アメリカ言語文化論 2～4後 2 ○ 1

現代フランス社会論 2～4前 2 ○ 1

現代中国社会論 2～4後 2 ○ 1

英語コミュニケーションセミナーⅠ 2～4前 2 ○ 兼1

英語コミュニケーションセミナーⅡ 2～4後 2 ○ 兼1

地域経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

地域経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

都市経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

都市経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

比較地域分析Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

比較地域分析Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

地域構造論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

地域構造論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

地域発展論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

地域発展論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

農村発展論Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

農村発展論Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

地域と商業 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

地域と交通 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

地域福祉論 2～4前 2 ○ 兼1

公的扶助論 2～4後 2 ○ 兼1

地方行政論 2～4後 2 ○ 兼1

地方財政論 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

憲法Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

憲法Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

民法総則 2～4前 2 ○ 1

物権法 2～4後 2 ○ 1

債権総論 3,4前 2 ○ 1

債権各論 3,4後 2 ○ 1

労働関係法Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

労働関係法Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

消費者と法 3,4後 2 ○ 兼1 隔年

経済法 2～4前 2 ○ 兼1

犯罪と法 3,4後 2 ○ 兼1 隔年

行政法 2～4前 2 ○ 1

租税法 2～4後 2 ○ 1

小計（41科目） － 0 82 0 3 11 0 0 0 兼11

演
習
・
卒
業
論
文
科
目

－

所
属
学
科
の
科
目

－

専
門
教
育
科
目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

政治経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

政治経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

ミクロ経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

ミクロ経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

ミクロ経済学セミナー 3,4前 2 ○ 兼1

ゲーム理論 2～4後 2 ○ 兼1

現代資本主義論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

現代資本主義論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

計量経済学 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済数学Ⅰ 1後 　 2 ○ 兼1 隔年

経済学史Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済学史Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

近代経済学史 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

統計学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

統計学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

外国書講読AⅠ 2～4前 2 ○ 兼1

外国書講読AⅡ 2～4後 2 ○ 兼1

国際貿易論 2後 2 ○ 兼1 隔年

世界経済論 2～4後 2 ○ 兼1

開発経済論 2～4後 2 ○ 兼1

アジア経済発展論 2～4後 2 ○ 兼1

EUの政治経済 2～4前 2 ○ 兼1

グローバル化と政治経済 2～4後 2 ○ 兼1

国際関係論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

国際関係論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

経済地理学Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

経済地理学Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

労働経済論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

労働経済論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

労使関係論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

西洋経済史Ⅰ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

西洋経済史Ⅱ 3,4前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済史Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

日本経済史Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

資本主義発達史Ⅰ 1後 2 ○ 兼1 隔年

資本主義発達史Ⅱ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

環境の経済学 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済政策論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経済政策論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

産業と経済Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

産業と経済Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

公共経済学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

社会政策論Ⅰ 1前 2 ○ 兼1 隔年

社会政策論Ⅱ 1後 2 ○ 兼1 隔年

社会保障論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

日本の社会保障 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

財政理論 2～4前 2 ○ 兼1

財政政策 2～4後 2 ○ 兼1

租税論 2～4前 2 ○ 兼1

金融論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

専
門
教
育
科
目

　
他
学
科
の
科
目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

金融論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

国際金融論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

国際金融論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

証券論 1前 2 ○ 兼1

証券市場論 2～4後 2 ○ 兼1

経営学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経営学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

基礎経営論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

基礎経営論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

比較経営史Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

比較経営史Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

株式会社論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

株式会社論Ⅱ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

企業組織法Ⅰ 2～4前 2 ○ 1 隔年

企業組織法Ⅱ 2～4後 2 ○ 1 隔年

経営情報論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経営情報論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

組織革新論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

組織革新論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

流通論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

流通論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

マーケティング論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

マーケティング論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

国際経営論 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

外国書講読BⅠ 2～4前 2 ○ 兼1

外国書講読BⅡ 2～4後 2 ○ 兼1

経営心理学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

経営心理学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

経営戦略論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経営戦略論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

人事システム論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

人事システム論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

企業ファイナンス論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

企業ファイナンス論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

交通論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

交通論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

国際物流論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

国際物流論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1 隔年

企業取引法Ⅰ 2～4前 2 ○ 1

企業取引法Ⅱ 2～4後 2 ○ 1

保険論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

保険論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

リスクマネジメント論 3,4後 2 ○ 兼1 隔年

企業のリスクマネジメント 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

会計学Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

会計学Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

会社会計論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

会社会計論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

監査論Ⅰ 3,4前 2 ○ 兼1

監査論Ⅱ 3,4後 2 ○ 兼1

管理会計論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

管理会計論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

原価計算論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

原価計算論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

　
他
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科
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科
目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

会計情報システム論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

簿記Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

簿記Ⅲ 2～4前 4 ○ 兼1

経営分析論Ⅰ 2～4前 2 ○ 兼1

経営分析論Ⅱ 2～4後 2 ○ 兼1

小計（113科目） － 0 228 0 0 1 0 0 0 兼45

ビジネス英語B 2前 2 ○ 1 兼1

ビジネス英語A 2後 2 ○ 1 兼1

西アフリカの経済発展と貧困削減 2～4前 2 ○ 兼2

フィールドワーク入門 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

農山漁村再生論 2～4前 2 ○ 兼1 隔年

農村再生演習 2～4前 2 ○ 1

大分の企業と人材 2～4後 2 ○ 兼2

国際ボランティア・ワークショップ 2～4後 4 ○ 兼3 隔年・集中

ソーシャルイノベーション・ワークショップ 2～4前 2 ○ 1 兼7 隔年・集中

インターンシップ 2～4前 ※ ○ 兼1

四極会寄附講義　会社研究 2～4前 2 ○ 兼15

大分銀行寄附講義　地域と経済 2～4後 2 ○ 兼15

 野村證券寄附講義　資本市場の役割と証券投資 2～4後 2 ○ 兼11

 連合大分寄附講義働くということと労働組合 2～4前 2 ○ 兼9

日本税理士会連合  会寄附講義租税の基礎と税理士の役割 2～4後 2 ○ 兼15

小計（15科目） － 0 30 0 0 3 0 0 0 兼81

－ 30 703 0 3 14 0 0 0 兼283

９０分

合計（185科目） －

卒業要件及び履修方法 授業期間等

教養教育科目３６単位，専門基礎科目１０単位，専門教育科目８２単
位，合計１２８単位以上を修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：２５単位（半期））

【履修方法】
（１）教養教育科目 ３６単位以上
①全学共通科目  １０単位（選択必修１０単位）
②導入教育科目    ４単位
③外国語科目 ６単位
④その他の教養教育科目 １６単位以上

（２）専門基礎科目 １０単位
①必修科目     ６単位
②選択必修科目 ４単位

（３）専門教育科目 ８２単位以上
①演習・卒業論文科目  １８単位
②所属学科の科目　選択必修　２４単位
③所属学科の科目以外の科目  １２単位（各学科から４単位）
④その他の専門基礎・専門教育科目　２８単位以上

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間

－

学
科
共
通
科
目

－

　
他
学
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の
科
目
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科
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